
POPEYE  2322  POPEYE

【企業データ】
設　立／ 2002 年 10 月
代　表／ 三木 力雄 
従業員／ 16 人
所在地／ 東京都板橋区本町 23-23
U  R  L ／ http://www.printec-net.co.jp

【営業品目】
デジタルプリントサービス、防火・防炎・F ☆☆☆☆認定品の
管理業務、出力・加工用素材の販売…他
【主な設備】

溶剤 IJP5 台／水性 IJP2 台／ UVIJP2 台／ラテックス IJP1 台／
カッティングプロッタ 2 台／ラミネーター 3 台…他

プリンテック 株式会社 SC-S80650
インク種別／エコソルベント
出力解像度／最大 1440dpi
出 力 速 度／最速 18.2㎡ /h
　　 （720 × 720dpi 6pass 出力時）

最大印字幅／ 1616㎜
インク色数／ CMYK、LCLM、オレンジ、グレー、レッド、
　　　　　　 ホワイトまたはメタリックシルバー
外 形 寸 法／ W2620 × D880 × H1338㎜（最小時）
重　　　量／ 284kg（インクカートリッジ含まず）
標 準 価 格／ ¥2,200,000（税別）

【エプソンホームページ】http://epson.jp/surecolor

【お問い合わせ先】プリンター購入ガイドインフォメーション　050-3155-8100

プリンテック 株式会社 レポート／
IJ出力会社
設備投資戦略

「SC-S80650」製作現場をレポート
「UltraChrome G3インク with RED」搭載多色機

エプソン販売㈱が提供する純正ソフト
ウェア RIP「Epson Edge Print」も採
用した。
　「SC-S80650」は、「SureColor（シュ
アカラー）SC-S シリーズ」溶剤イン
ク系の最新機種。「UltraChrome GS3
インク with RED」の採用で、広色域・
豊かな色表現・光沢感ある高画質を達
成した。乾燥性も高く、現場目線によ
る出力後の巻き取り時間短縮にも配
慮。「PrecisionCore TFP プリントヘッ
ド 」 や「Epson Wide CMYK Input 
Profile」なども搭載され、画質と生産

　東京都板橋区に本社を構えるプリン
テック㈱。リンテックグループのデジ
タルプリントサービス専門会社とし
て、2002 年に発足した。
　「品質におけるデジタルプリント業
界標準の先導」を目指す同社。壁紙・
ウインドウ・フロア装飾・車両マーキ
ングなどのインクジェット（IJ）出力、
加工から施工管理までをトータルにサ
ポートしている。
　2016 年 5 月、IJ 出力サービス体制
の強化を図るべくエプソンの多色低溶
剤機「SC-S80650」を導入。このほど

性の両立を実現している。
　一方、エプソン販売は、サイン業界
を対象としたカラーマネジメントサー
ビスを今年 1 月から本格始動。「SC-
S80650」と X-Rite 社の測色器「il（ア
イワン）」、さらには 11 月発売の純
正 ソ フ ト ウ ェ ア RIP「Epson Edge 
Print」と連動させた色調整技術が注
目を集めている。
　本誌では、シュアカラーと純正 RIP
ソフトを採用したプリンテックの戦略
に着目。担当 3 氏に、導入の背景や使
用感などについて話を聞いた。

すね。以前は 1日置きくらいにしない
とノズル抜けなどが起きてしまったの
ですが、布で拭き取る自動機能がある
ので、月 1回程度で済むようになりま
した。土日を空けて、月曜から作業す
る場合もほぼ問題はありません。
齋藤　スピード感もまずまずです。安
定した速度を保つことができているの
で、作業効率の向上に一役買っている
と思います。
大越　寸法精度が高いところも嬉しい
ですね。フロアマーキングなど厚いメ
ディアも扱う際、大抵は分割になりま
すが、メディアの巻き出しの部分に
モーターが付いているので、最初も

――SC-S80650 導入の背景
三堂　エプソン機との縁は、2012
年に導入したスタンダード機「SC-
S30650」と多色低溶剤機「SC-S70650」
から始まります。当社はクリスマス装
飾などウインドウ関連の案件も数多く
手掛けているため、白インクや、メタ
リックシルバーを搭載したプリンター
を求めていた事情がありました。
大越　その後、「SC-S70650」の後継
機種「SC-S80650」が 2016 年に発
売されましたが、非常に良くできた
マシンだと前評判も高く、水性機「SC-
P20050X」とともに、即買い換えを決
めました。前機種から、さらなるグレー
ドアップが図られたということで、期
待感は大きかったです。

――使用後の満足度
齋藤　現在、他社製を含め 5 台の溶
剤機を運用していますが、ウインドウ
装飾向けの出力については、主力機と
いって良い活躍をしてくれています。
なにより色の再現性の高さに驚かされ
ます。特にオレンジ系の色が、極限ま
で再現できています。蛍光色のような
発色の良さも、気に入っています。
三堂　メンテナンス性にも優れていま

最後も同じようにメディアを送れるた
め、絵柄が合わないということもあり
ません。大型の出力物に関しても、優
秀なマシンだと感じています。

――純正 RIP ソフトに期待すること
三堂　RIP ソフトについては、これま
で他社製を使っていました。エプソン
機純正ではなかったので、バグ発生時
などの対応に不安がありました。純正
ソフトは、まだ導入間もないのですが、
データーを読み込む中で生じていた不
具合も解消できているようです。
大越　第一印象としては、プレビュー
が結構大きくて見やすい印象を受けま
した。色置き換え機能で色合わせも簡
単にできるので、初めてのユーザーも
スムーズに扱えるのではないですか。
印字後の版ズレ修正や、白版の自動生
成など、細かい作業ができるように
なったのも便利ですね。
齋藤　エプソン機に特化した RIP ソ
フトは、待ち望んでいたところです。
「SC-S80650」専用のマルチレイヤー
印刷機能や、カラーチャートができる
点も評価できます。当社でも採用して
いる測色器「il（アイワン）」と連動さ
せたカラーマネージメントシステムの
完成度にも期待します。エプソン機純正RIP ソフトのカラーチャート機能で色合わせも容易になった。
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